
メッセージ 特になし

参考図書

履修上の
グループ学習では積極的に参加して下さい。

留 意 点

評価方法 課題レポート（100％）にて評価する。

教 科 書
〔教科書〕 必要に応じて資料配布を行う。

第 7 回 キャリアデザインについて

第 8 回 ACP・まとめ

第 5 回 理学療法士の生涯学習制度

第 6 回 卒後臨床教育について

第 3 回 理学療法士国家試験について

第 4 回 試験作問を通じた問題構造・意図の理解

第 2 回 理学療法士養成教育の歴史・内容（カリキュラム）

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

理学療法士として修得しなければならない知識や技術を理解するとともに、生涯にわたり高い
知識と技能の水準を維持するよう積極的に研鑽するための方法を学習する。

〔学習目標〕

・社会から求められる理学療法士の役割を理解する。
・臨床実習教育や臨床教育の方法を理解する。
・生涯学習の方法を理解する。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回 臨床実習教育と診療参加型臨床実習

15時間

〖理学療法学科〗 専門分野

授業科目名 理学療法教育学 授業形態 講義 配当学期 3年（前期）

担当教員名 落合 慶之 単位数 1単位 時間数


